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AFD SYSTEM ソフトクローズ コーナー納まり AFD SYSTEM ソフトクローズ コーナー納まり

①

固定カップ部

結合ねじ

ホルダー部

レール

カバー
スペーサー

戸先
側

戸尻
側

FC-2950-K-H

スライダーの
位置確認

ソフ
トク

ロー
ズ方

向

前後調整ねじ

上下調整ねじ

ホルダー部結合ねじ

固定カップ部

施 工 ガ イ ド

■金具の取付け方法
1.上部吊り車の取付け
①結合ねじをゆるめて、固定カップ部とホ

ルダー部を分離します。
②固定カップ部のみ、戸の木口加工部に

取付けてください。

3.レールの取付け
①スライダーが図の位置になっているか

確認します。なっていなければ、押して
戻しておきます。

②レール取付けの前に、図の方向で上部
　吊り車とブロックをレール内に挿入し
　ます。
③上枠にレールを取付けて
　ください。

6.下部ガイドの取付け
①下部ガイドを床の所定の位置に取付けて
ください。
垂直に戸が吊込めるよう、取付け位置に注
意してください。

7.エンドカバーの取付け

①AFD-1500用エンドカバーBNのツメ部

※AFD-1500を使用する場合のみ

をAFD-1500の溝に差込みます。

■戸の吊込み ■戸の位置調整

※ソフトクローズの速度調整はできません。

①下部ガイドに戸の下部ガイド溝を差
込みます。

②

戸を吊ったままで、ホルダー部の上のね
じを回すと戸の前後調整、下のねじを回
すと戸の上下調整ができます

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

5.固定ブロックの取付け
①「2.レールの穴あけ」であけた穴ⓔに、
添付ねじでブロックを固定します。

レール
穴ⓔ

トリガー
ソフトクローズ方向

トリガー取付治具

ソフトクローズを正しく作
動させるために、必ず確認
してください。

ソフトクローズ方向

レール

トリガーをセットした
トリガー取付治具

添付ねじ

2.レールの穴あけ
①レールⒶ ・ Ⓑそれぞれ、レール芯の所

定位置ⓐⓑⓒⓓⓔにφ5.5の貫通穴
をあけます（5ヶ所）。

レール内に残った切り粉は
取除いてください。

固定ブロック

戸先用：穴ⓐ
（戸尻用：穴ⓒ）

トリガー レール

誤 誤正

4.トリガーの取付け
　 レールⒶ ・ Ⓑの戸先用 ・ 戸尻用に、下記①

～③を繰り返します。
①トリガーをトリガー取付治具にセットします。
②「2.レールの穴あけ」であけた[戸先用の場

合：穴ⓐ]・[戸尻用の場合：穴ⓒ]に、右記治具
を図に示す方向でレール内部に押込み、添
付ねじでトリガーを固定します。

③完全に固定されたら、取付治具を下に引き
抜き、残りの[戸先用の場合：穴ⓑ]、[戸尻用
の場合：穴ⓓ]をねじ止めしてください。

戸先用：穴ⓑ
（戸尻用：穴ⓓ）

AFD-1500

溝

AFD-1500用
エンドカバーBN

ツメ部

※(　)内寸法はレールⒷの場合

AFD-1300を使用する場合
A
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C
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D
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14.5
16
18

F
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214

24
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33
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40

戸厚A
17
15.5
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12.5
11
9

C
213
211.5
210
208.5
207
205

D
12
13.5
15
16.5
18
20

F
208
209.5
211
212.5
214
216

24
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36
40

戸厚

戸先
側

戸尻
側φ5.5貫通穴

戸の
停止位置

ⓐ
ⓑ

ⓓ
ⓒ

216
（2
06）

C （
F）
25

25

A （
D）

ⓔ

レール Ⓐ
レール Ⓑ（　　　　  ）

固定カップ部にホルダー部を差込み、
戸Ⓐの場合は、カバーとスペーサー
ごとスペーサーに添付されている結
合ねじ（+バインド小ねじM4×35）を
締めて固定してください。
戸Ⓑの場合は、カバーごとカバーに
添付されている結合ねじ（+バインド
小ねじM4×25）を締めて固定してく
ださい。

AFD-1500にAFD-1500用
エンドカバーBNを使用する場合

ご注意

ご注意

ご注意

191（
181
）

●必ず手回しドライバーで締め付けてください。
●トリガーが溝に入っていない状態でねじを締
め付けると、トリガーが変形します。

●治具はトリガーが完全に固定されるまで、押
し当て続けてください。

●トリガーをレールに取付けたときにトリガー
がレール内の溝にまっすぐ入るようにしてく
ださい。

設 計 ガ イ ド
■金具の納まり参考図 ■戸の加工寸法参考図
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AFD-1500にAFD-1500用エンドカバーBNを使用する場合
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16

戸Ⓑ上部
吊り車の
取付け
加工寸法

下部ガイド溝の
取付け加工寸法

戸Ⓐ上部
吊り車の
取付け
加工寸法

●戸の高さ寸法の求め方

※

※

上式で戸の高さを求めることにより、戸と上
部レールのすきま寸法範囲で戸の上下調整
ができます。

※上式の3mmは、戸を下に調整した際、戸を
下部ガイドに接触させないための逃げ寸法
です。

上部レールの高さは、AFD-1500（直付け
用＝21.5mm、AFD-1300（掘込み用）＝
1.5mm（つばの厚さ）です。

戸の高さ =枠の内寸高さ － 上部レールの高さ 
－ 戸と上部レールの最大すきま寸法（左図参
照）－ 3mm － A

一般住宅屋内用木製引戸（浴室には使用できません）
◇引戸の総質量：30kg以下（引戸1枚）　◇引戸の厚さ：24mm以上　◇引戸の幅：戸Ⓐの場合795mm以上、戸Ⓑの場合775mm以上
◇使用温度範囲：5℃～40℃　◇クローズ速度調整：調整できません

20

21
.5

戸
と
上
部
レ
ー
ル
の
す
き
ま
寸
法

4～
10

AFD-1500

天井（上枠）

2 前後調整代 2

（
製
品
出
荷
時
 7
）

下部ガイド

上部吊り車

17

15

FG-210
の場合

戸Ⓑ 戸Ⓐ

FC-2950-K-H FC-2950-K-H FC-2950-K-HFC-2950-K-H

戸Ⓑ 戸Ⓐ

FC-2950-K-H FC-2950-K-H FC-2950-K-HFC-2950-K-H

床
20 A

=4
.5
20

FG-100S FG-210

4 4前後調整代

※左表は、レール端部からの値です
(AFD-1500用エンドカバーBNの
厚みは含みません)。また、吊り車の
前後調整位置が出荷時での値です。

ご注意

Ⓑ
戸

  

側
尻
戸

トリガー取付け用穴位置＝181 トリガー取付け用穴位置＝191
トリガーFC-310

トリガー取付け用穴位置＝181 トリガー取付け用穴位置＝191
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